



































































































元号 西暦 年齢 事項
弘化４年 １８４７年 ５月１１日福井藩医の三崎宗庵（草庵）の末子として生まれる
幼名は虎三郎．のち，宗玄，嘯輔，嘯．字は尚之
文久元年 １８６１年 １４歳 蘭学修行のため江戸に上り，大鳥圭介の塾に入る
文久２年 １８６２年 １５歳 藩主夫人の帰藩に同行して，福井に帰郷する
元治元年 １８６４年 １７歳 禁門の変勃発．三崎は長州勢敗退後に入京し，一か月ほど滞在して警
衛にあたる
１０月，済世館の句読師に就任する
慶應元年 １８６５年 １８歳 １月，医学修行のため長崎へ遊学する
慶應２年 １８６６年 １９歳 長崎に招かれたオランダ人化学者ハラタマに随身し，分析究理所で化学を学ぶ
他の日本人学生のためにハラタマの講義を通訳する
長崎留学中に三崎宗仙の養子となる
慶應３年 １８６７年 ２０歳 分析究理所を開成所内に移すことに伴い，ハラタマとともに江戸に入る








明治２年 １８６９年 ２２歳 田中芳男らの尽力で大阪舎密局が完成する．教頭はハラタマ
三崎は嘯輔と改名する．舎密局の大助教となる．ハラタマの講義を通訳する
（この頃，三崎を頼って杉田定一が上阪してくる）
明治３年 １８７０年 ２３歳 舎密局が大学管轄となったことにともない，大助教となる
舎密局は理学所と改名，ついで洋学校と合併し開成所内の分局となる．
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































二○一一年）と，内田正夫「三崎嘯講述『新式近世化学』（１８７３）と George F．Barker, A Text−book of
Elementary Chemistry : Theoretical and Inorganic (1870)について」（『化学史研究』三十九巻二号．二○一
二年）
（１３６）前掲，永井『新日本の先駆者．日下部太郎』
（１３７）前掲，福本『われ徒死せず．明治に生きた大鳥圭介』
（１３８）茂住實男「蕃書調所における英語教育」（『英学史研究』十六号．一九八三年）
（１３９）茂住實男「千村五郎．―蕃書調所最初の英学教師」（『日本英語教育史研究』四号．一九八九年）
（１４０）堀孝彦「蕃書調所と堀達之助．―市川兼恭「浮天斎日記」および久坂玄端の入塾―」（『英学史
研究』三十五号．二○○二年）
（１４１）前掲，芝「日本の化学を切り拓いた先駆者たち（６）．舎密局をめぐる人びと」
（１４２）菅原国香「C．R．フレゼニウスのオランダ語版化学書の邦訳・抄訳書について」（『化学史研究』
三十三巻二号．二○○六年）
（１４３）天野郁夫『大学の誕生（上）』（中公新書．二○○九年）
（１４４）原平三「幕末の洋学者市川兼恭の業績」（『史学雑誌』五十一巻七号．一九四○年）
（１４５）福井県編『福井県史．第二冊第二編藩政時代』（福井県．一九二一年）
（１４６）松村幹男「洋学者・市川兼恭について」（『日本英学史学会広島支部会報』十四号．一九九一年）
（１４７）前掲，福井県文書館編『福井県文書館資料叢書９．福井藩士履歴１．あ～え』
（１４８）二見剛史「蕃書調所の成立事情」（『日本大学精神文化研究所・教育制度研究所紀要』十集．一
九七九年）
（１４９）原平三「幕末の独逸学と市川兼恭」（『史学雑誌』五十五巻八号．一九四四年）
（１５０）西周・加藤弘之『日本の名著 ３４』（中央公論社．一九七一年）収録の加藤弘之『経歴談』
（１５１）前掲，原「幕末の洋学者市川兼恭の業績」
（１５２）原平三『市川兼恭』（温知会．一九四一年）（国立国会図書館デジタルコレクション）
（１５３）市川兼恭『浮天斎日記』（東京大学史料編纂所所蔵）
（１５４）前掲，山本『司馬凌海』
（１５５）前掲，鈴木「司馬凌海．―我国最初のドイツ語学者」
写真 福井市安養寺の三崎嘯輔の墓．
当時は「文昇院殿前正七位日下部尚之
之墓」と記されていたが，長い年月で
風化し，現在「尚之」の箇所は読むこ
とはできない．
保科 英人
―７８―
